
 

首都圏直下地震による東京の被害想定では死者の 

１割が地震火災によるものです。家財も焼失します。 

＊強い揺れがもとで地震時特有の火事が起きる。 

＊道路の破壊・混乱で消防車も駆けつけられない。 

＊同時多発の火災発生で消防車も足りなくなる。 

大地震のときに起こる火事の多くは電気から。      

どうして起こるのか、どうすればよいのかを        

知って、日頃備えをすることが大切です。 
 

大地震のときの火事の怖さ 

 震地震火災から命を守る 



 

パンフレット 

「大地震のときに電気が原因で起きる火事・どうするのがよいか」 

「簡易電源自動遮断装置（“感震ブレーカー”）」 
 

      をご覧ください。（ご希望の方に配布します。） 
 

 

 

 
同時に、もしも火事になりそうになったとき、 

火事になってしまったときの備えも重要です。 
 

 

 

 

パネル:「できることをみなやって防火力確保！」 
もご覧ください。 

 

 

 

 


